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2 学校施設の耐震化の状 況お よび被害の概要

各「Tの教育委員会より得た客‖,●小中学校施i'の耐震診

的i 耐
「

補強の進ll状況を表]に示す.ス |の ように、今い訓

査した5]1では RC造狡合についでは、昭lu56年 以前の建物

の耐震補強とI召和57年以降の新

'tiに
よる建物により 耐

たイいが1ヒ●|1進 んでいる。その 方で 校↑を,■ したた
め体育館の耐震イしが遅れているのが現状のようである.

移動中に観察した様 rや nr役場 学校関係者の話を|■lく
限り ,11調査した51け では、震●6強や5弱を観測したに

もかかわらす ●延,宅などの民」延丼も含めてガラスの
破損、家具の,I●・lな どを除くと大きな技害は生じなかった

ようである。学校施設についても RC進枚舎では、lt造

躯体の技吉は11や■の軽微なひび割れ程度で その(し、エ
■スパンション ジョイント部のlFl傷  窓ガラスや仕上げ
タイルの破損 I光●の落 ド 本lllの転11 食器の炒損な
どJF僣地剖

`材

、設1「  lt器の被告が生した本1度であった。

体育館でも 改築を要するはどの人被害は■していないが、

人ll材の″下など危険な被告が数lvllill吉 されている.築館

口「●築I●Rtt ll・育館、米山町立米 中 体市館や誦イヽ口l●
涌谷中 武道場では 人■の■ Lげボートが落下した。ま
た、築館 IT立築館中 体市館では、

'■

根面iブ レースの接合

部のリベットが破IFし て格下、前谷‖1'覚岳 (の のだけ,

中の体育館で窓サツシの押さえ金具が多数脱落などの

'言がil・告されている。これらのうち、油谷 1 式道館、■店
中 休育館は、それぞれ平成9年  町イ和60■ と新しい建物
であり 新耐震占 1法以イの体育館でもこのような朝推造
部llに危険な破■が生じたことには十分に留意し 非柿泄
部材の収り伺け部の設:卜やデイテール 施「 ttな どについ
ての点検や,1と しが必要と思われる.

3 個別建物の被害

以 ド、調査した1回別建物のIt各事夕」を示す。なお報告●

のひび制れ幅はクラツク スケールによりH`Jで測1定 した
ものである。

31 金成町立沢辺小学校
・r在地 :栗原郡0成 1,沢 7Jttll'申 200

(1)校 ,(RC造
`階
建、S54建設)

両手貢診断の結果、1指Tf行方山1の構造耐F_指標 s値 'は

066で 、1ヒ偕面のltに 袖壁を増設する袖強が行われた.

写真1の ように増設した袖*に怪微なⅢげひび書|れが発

4し たlL、 張 |・1方

“

の耐震壁や方立て■にもせんLtひ び

llれ (幅0 2min程 度)力 :■ した。

(2)体市ll(1'RC造  2■S.L、 s54建設)

而1震 nt強 (ll面 ブレースおよび屋根ブレースの交換 )

が

`,わ

れており、今いの地震では無被書であった.

Ｎ＼

沢辺小学校lI物配置図

写真1 沢辺小学校 校舎のi曽設 した袖壁
(軽微な曲けひび割・12が発生 した,

表1 小中学校施設の耐震診断 耐震補強の進歩壮況

耐震診断 耐震稿強の進捗状況

II‐ (沢辺小学校 )は

その他は未布強.

業館小 集館中は耐震診断を行ったか未

補強.その■の3小学校は 新耐嵐 S57)以

1降の建物で 補強不要.

小学校3●のRCttl‐合は全て耐震補強済み.

小学校31‐は耐震補強済み.

RC造校合にっtヽては全て耐震襦強着鷹

たは 新耐震tS57)以 降の建物で 補強不要,.

技合     
「
¬ 体育館

]文 m`オ 子ヽ省の「学校施設の ll度
`L'1址

に関する調査研究報■書J

(ht(p● ヽ、、,● ●、i goip b_m。 ●。ヽ hi,gilindo、 htm)|=ょ ると 平成14
午4■ 1日 のlf点での■回小中学l.の 1耐震化率は約,7■,{推定値

'で
ある

2 建物の面!ゞ llntの訓'価に,い る数W.数 11が大きくなるほど耐震IIが高
く  ,:に はIs-06が耐震綺・

hの要●を lltする‖安 子蔵施;'では 世
難所としての機能などを考はして1、‐07を 日

'に
瀬拉することが多い.
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ン ソコイントの衝突によるひび割れが生したが、全体
として構造躯体の破11は

『
微であった。多くの教

=で
,■ 4に 示すように人丼の暖房器具の金属製カバーが落

下するなどの非鷹卸
`材

の被害が41し た。

(2)14育館 (1階RC泄 十ギャラリーより上St S61)

RC.7分 の
‐
撲

“

や 掃きlLし 窓により短Hヒ したオ主
にせん断ひび割れ (幅05mnl程度 猥傷度J)が多数発
■した。また、写真5の ように天,卜のイ|にげボード (′

ラスウール)が多数落Tした。

35 築館中学校
PF iL地 :栗所:郡築館町高日281

(1)校舎

RCt薇舎41113陪建、S42-S17建 設 写真6)力 iあ

り、それぞれの最小ヽ値は055～ 068である。薇

'強

設詞

済みであるが補強二十は行われていない。各校命棟では

老オ|イヒによる以前からのひび害1れの

':大

も含め、腰壁

=Itの
Itひび告」れ、■Fi l部の隅角部のひび制れや|IHL段

室の耐F_壁 などにひび制れ (幅 02n〕 nlF,1、 損傷度.1'

度)が生したが、全体としての技災度は軽微であった。

教室内の空調ダクトを格納している天■ボードにたわみ

及びひび割れが生じた。

(2)体育館

屋 lllは写真7の ようにトラス梁と屋根面ブレースから

構成されており 屋根面ブレースのガセット接全部のリ

ベットが餃断 (写真8)して
`ド
し ブレース2本が■れ

下がった (調査時には応急処置済み)。 また、屋択|サけ

提部のコンクリートが破揖し■
'1致
価 00c n人、,■ 8)

が体育m～に者下した。また、窓ガラスが3枚破損した。

築館中学校建物配置図

□ □

写真4 校舎棟天丼暖房器具

写真6 築館中学校 南教室1束の全景

写真5 体育館の天丼l■上けボードが落下

写真7 葉館中学技 体育館

写真8 体育館天丼から落下 したりベ ット コンクリー ト片など



10,

ttUШ

'責
)ヨ璧咸IItt P国■瓢10尋靭ユ■∫ヽ′[彰

'襲`

Z国

t,

(M単04や辛

`首
 IJ'里0マ早

`凱

掟冨瓢
`彎
■)=驚 ■昔■|1平 01首童

マ準
°
(平■
'Z国

)nγ理:そ
=|`J●
再T`I■

'国

V欄l

(卍証ZgS ■晟80■)■■輩(D
・(」黎■γヽ■

`J■
r,0翌●

ラ曹拳単資)ヤ。ヽ)n■黎7=,‐'o、′計■011]r対■■
11lYヽレ■0甲

`珈

0理!班m■1■■lr.

コ古ルヽ=策●り
` 30 ・γ■メ

「

さ

“

■1,

コ■●(1,'M泄―・■■7'イ畔rOコ1帆1`語テ■ЭX

●皿辛
｀ヽ
″準
'γ

n2剛nJ型1果 ψ■―■■1'⑫ll司
` ―

`′
 fl)W単

Nllヽ
ヽ

'ヽ

1)n叫羊,■攣 卿¢ゴ柳
(擢■71S｀■SI I■・ra7 ■ox珈1)W単平(Z)

・γ。9'副J浮|=型(′)■7■l'｀●●
'7し
7ヽ'

YF'4●[■■マツ
`疇
π
"皿
J｀■
'2準

iレ飯0(コLI

・コ争H)ツ11p Q'搬証r,Tlヽ(卸■luu a I,17け,'
掘γ■
=1凛
[珈評硼●

"“
I・UJ｀つ)匝軍(∂中

=I“
lll

・9,,マ■●7マて'ヽ
“

ン■■

'7ン
14■●γン

｀
■■●

Y`′
｀
〉
'F'=■

(′¬)●ツヽ

“

γ■T'平■71呈0'中

Vン滉」1'製―●Jギげ糧J"口鯛●露菫則OX■ll｀ア
''

M IIL γ｀
')n,γ

、7■1■叫
°
(0[■t)γこ

''(Ⅲ
+

T"nll゛議Ou●第I｀■辛ltl'i■)■
=■
単Цキギ1 lJ半

o■)nメ摯さ

“

+コ

“

ξりrimi`▼,)ittvll・γ■
' ■、

“

Ⅲ+“ll学四●ヨン響尉珈羊I_'='"“thu■
｀
寵晰

●(6■■
｀
mりLI)y-4`JW'71(趾Ⅲば)・F ttI製[

I・uDu=,ぃ

“

ミツ
ll｀■

`彙

3日7銘7、

“

■lμ単瓢●第i lul

rl H」R珈0～1"“マツ1'ヽ
'ヽ

ヨm単 皿hlw嬌″
(キ:0「10'S｀■■870u)皿半 皿J■■■(I)

ZWヽレhl`掘ユlJl平皿*,:■
'F _ll点■申*下珈申* ι8

・7■71「・I―マ4r′4`■翼瀬(′前T10i'“

(聖OS'S・`・S十つI)W■
'(1) °

1:●H■41.tユ■泄■褥,“
r`F 
γ n■■杉

,Jft.・V●↓Jギ■4“●同
`｀
■W泄 (´4`'4珈畑

園′ `,1″1+p。1'■―(′4r′4`■ェ,¬■●Iγrl●

(響害8S｀■朝1■V)W■↓(8)
,泄ヽ

(卍)88S｀■R′▼″′コ

`1-|´
くE y41)1,■■(7)

'マにヽ

“

ツr''■,翼Yl,'■W F'■
'ヽ

/r,7n司′笠

1“l l llや0■期・l(θ●古1・コ0■1'(´、
「
V111(∂常に I

・γこ9)■ll ttF'ユIf当(′ゴコrヽ
“

γヽヽ)n■■2■T
Чt,■
'貿
↓ 1ヽ'2(響断●■Z霊羊剛口0101)11卍

“ ll,■(′90-SI●

"“
J!″襴1)llHで学瓢r,■1↓′00Z

(裡811S｀■鼎7■ON)'4■(「)

・2●,tro■γ
niぃ夕(uD凛コ1)■γにコr●回71`半=,コ■つ1'珈ユ■

,OT●■―■V■m,4日慨Ш軍:■
'」“ 諄薫レヽ曽日

=1口
笞日 9e

iO]:01S'10]:00,=
``=:

000:00,'11,`

録
4Ц
 ]

‐
イ
ヽ
‐

自
興

メ
“

―

■
」磋計i

000

と一●4喜響専:撃0革

'コ

準 W昔■|1平 6章豊



全景を写真11に 示す。耐震診円i(li行方向のIsは 1ヽ 3階

で062ヽ 063)を 行い 耐
「
捕強工事 (RC耐 震壁]、 2階

で各1枚の増設、壁抜けヽのm強 (袖十増設、鋼板巻き))

を実施済みであった。廊「  教■の床に多数のひび割れ
(1高 1 2mlnオ 1度 )、 1要壁にも縦ひび11れが見られたが、柱

などの性造躯体に大きな根傷はなかった
`‐

1 2■の補強

RC,L耐 震壁 (写真12)にせん的,ひ び11れ 3本社度企■

(1階は幅06mm 2階は03mハ1 猥傷● I II度 )して I‐
り、地震I十に捕強壁が有効にせん断力を負担したと思わ

れる.鋼板巻き杓,強 した ド||.叶抜け架性のオ主には損傷は

見られなかった (写真]3).

(2'体市館 (Sせ、年代不明)

体市館は、窓ガラスが多数破損したとのことである.

39 涌谷中学校
・r在地 :遠Ш川

`i的

谷Iげ油谷宇内林1

(1).l校 舎 (RC造31ynt建、S56建設)

南

“

iを写真11に  1嗜伏図を図3に示す.ll震診 ll(lll

行方向のIsは 1階043(第 2種li造要素 を無視すると066)

2階073 3皓 139)、 llT強設il(RCFfl lTl震壁6枚、鉄骨

ブレース]枚の増設)をイiい両|だ補強済み.

m贅鉄骨プレースの核合部モルタルに鉄骨枠に■交万
Ⅲlに

'微
なひび告」れが■していたが 施1抑キのものと思

われる。補強RCt耐震す (写真15)の Ffl 部隅角部には

「
微な余めひび害|れが発生した個所があり llI存のオIは

綺強開口耐震壁

,~「需纏馨 卜1瑞警―

12

を
11 一

　

〇

‘可
‘―
―

一　
　
　
　
　
ｏ io  io  i。 サl1  1。

~¬~~~「 ~可~~1~~T~

| | 1鉄iブ
レ
Tス

X12  11=

図3 涌谷中学校南校合の1階伏図と部材損傷度 (単位mm)

! その,IIIが破崚して,,力 支持籠力を失うことで (lLの部材がII令でも,
笙勁¨ ,2を引き起こす詢

`II.ll力
支持掟ルを失わなければ無視できる.

写真11 涌谷第二小 教室棟の全景 写真13 鋼板巻き補強 した
=抜
け架構のl■ 帳 傷は見られない)

写真12 iRttRC造 耐震壁 (せん断ひび割れが発生 )

102



001

●,■1'珈単削■Tr''W■llu々 ●り
`γ

■っ1'VりJ
lШツγキ(,‖

='Wヨ=薔
メ
'柳
|■
'■
14r_4-ヽ′4``
・7■型擢,9

■,11`す●lrッ,コ卍2●J:Wll〉Iyくを/ヽ・2'
)■■,■■γ●Dり||(,コ■´′

`″`ヽ
1111(′●

'■
■″ヽШ

`I■

ヽヽ)n■響)n輩
`■““
イ,話響けヽ

'塁
n/1

tS｀ユrl '■F■■夕■7■型製
='`+)■7●T班1ツ

■●■1,RPツ,せ1笥rr rl lll γ
'I'洒
響昴,(′P・γ1ヽ)■

■,手IIm｀■T■■17は,OЛγ■O Шll19 0口に,),■
(∂■■にヽ鮨●響Iγ■響■

'(ulll1097'■
)用
=ll11,■

■Iテ,■,1'回7やル■ ■7γ・21r●γ
'マ

γ ll'■1

■0苦鮮●4単ユIШ
｀
)'イ
'7'llt■

●稿y●■i型(′ア

`“
 07)シ譲Ⅲ

'lι

l皐0ゆ
‐
/■iレ

'を

='55叫
千ヽ聾
'11響
昴子

や

',日'1 )搬
AFt▼■年平r'■■●り4717,■叫菫剛)

■,■117r・γッ■省,ll=7つiレ9'マツFO'抽γ■●
γl・raェ1咄●J`Πコリ計=1瓢コ柳■lVI),4ヽンヽ1ヽ

)■ド

“

叫単剛・γしヽ

“

■●
'rfF'号
■,1ィ漱●

Allコ

`■

製
｀
モ1)ヽ
'C='寺470NO響興単|■●取¬rマつ0叫い0

γn手口機
'I■"呻

■コぎ7ヽ■■9

`ェ
摯,nⅢⅢ・γ

"り
峯゛P■・刹‖Hω薔ヽ―|″4riァキヽ44 =

・γ■オⅧ、

“

燿 ■H証1“J:り4
r7″41T ll(′十Y=11■●2瞭t nT“11‖やつ=1霜
0は
｀
千,,(91ドt'WttVヽ

'■
■,■7礎■■|コJ、

{響■611｀llヨ宗S十]刷Z■OX)W,T(')
・γ
`ヽ

“

ツモ
'呈
■(ハ

“

■ヽ

“

γnI笠
“

n″

に,,珈γ■●コ1l Ц●1`‖r'珈営剛熟T・7‐■12+
I“既羊瓢

'■
すOE'■ヨ専rJW｀17,711マツ

'“
切

]●1然0,4』ヨ4`―′―イヽlr`｀音聖o抑¢単|"
(響肇
'SS Wヨ'S+0■

IZDu)wttψ

“

っ

・■09)=型
'r,flr,flヽ“

γ■■

“

い‖u■0

口J,■
'10091↓

='鶴
世口lt4(″尋!ヤ11■Ou“lll(′鶏l

・ツ黎

“

叫

JI口lヽ tl,(■81■学剛口HIDu)l・響Fr叫 (8。T勁l
｀
oa lttt｀oo[n3rZ 99 0,T(ドI(つ回7■lJ)』彰二J則

(響■8gS ■2,つN)↓■
'|(Z) ●
ャ

・ヽ

“

ン,=コ●■
'製
響 ′
''1■

r・lョFユI型
'r,r, r,■(′)ヽ

“

γ■I雖1“1″は0''柵椰T,V資,(′効l
97= ナ

(つ

'創
曽IP ν P妥

')ヨ
菫興□Ш

“

:撃 9'貢昔

誓●0(=6笹士)争雲単 91章自 工量

`温
―つ望1ヽ,″千,TTl●子Y争黒単 ι

'章
音

号4望 靭■■●堅 ヤI首告



Ⅱ程度のせん断ひび制れが発生したことから 建物重iの
軽減がこの程度の被害に拌まらせることに貢献したともll

断できる。

このように今回調査した学校建物の耐震補強法は妥当で

あり、有効に機能したと考えられる。一方、朝構造部材の

級害は今回も多く発生し ガラスの破損 教室の天■に設
置された暖房設備の企綱の落下や体育館の天丼材の落下が

頭著であった。今回のH_震では体育館内の落下物によって

怪我をした児童 ′Lltは幸いにもいなかったが、学校の先
生がたは地震が発生したらすぐに体育館外に避 UIIすべきで

あると痛感されたようである。しかし地震時に多くの児

童 生徒の行動を草握して避難行動を円滑に行うことには
困難が伴うであろう。体育館は地震時の避難場所になるよ

うな施設であるから 人丼材の落 ドなどは本来あってはな
らないはずである。早急な点検と対応とが

`必
要であると思

われる。

今回の地震は 各地で大きな震度が観洲lさ れた害|に全体
として建築物の被害が少なかったが、これはヽれの周期が

02-03秒の比較的短い成分が卓越した地震波であり 建
物の月期とずれていたことが幸いしたと言われている。今

後20年以内に90%近い確立での発生が予想されている,城

県沖地震の地震波は、1,78年の地震の.E録やその発生の機

構から 建物の月期と一致する成分の多いものと予想され、

今回を大きくL回 る被害を,き 起こす可能性が高い。した

がって、今卜の少ない被告に安心することなく、建物の耐

震化対策を引き続き推進することが望まれる。
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地震災吉直後のにしいなか技害状況を丁寧に説明してい
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方に厚く御ネし中し上るとともに 枚害を受けた学校の教育
活動が一日も早く日に復することを行願する。
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